
























































11 月 25 日判時 1514 号 82 頁（以下，平成 6年 11 月判決）は，不貞行為という

























　また最判平成 8年 6月 18 日家月 48 巻 12 号 39 頁（以下，平成 8年 6月判
決）は，夫の不貞行為の相手方である被告女性に対して，原告妻のみなら


























(6) 最判平成 31 年 2 月 19 日民集 73 巻 2 号 187 頁については，すでに多くの評釈
がある。安達敏男，吉川樹士・戸籍時報 782 号 66 頁，家原尚秀・法律のひろ
ば 72 巻 7 号 54 頁，石松勉・新判例解説Watch 25 号 93 頁，福岡大学法学論
叢 64 巻 3 号 693 頁，大島梨沙・新判例解説Watch 25 号 123 頁，山下純司・
法教 465 号 132 頁，櫛橋明香・令和元年度重要判例解説 78 頁，潮見佳男・家
庭の法と裁判 24 号 114 頁，樫見由美子・民商 155 巻 6 号 1158 頁，遠藤隆幸・
月報司法書士 573 号 38 頁，企業法実務研究会，松嶋隆弘，胡光輝・月刊税務
事例 52 巻 5 号 67 頁，吉田邦彦，桑月佳・北大法学論集 71 巻 1 号 159 頁など。
(7) 最高裁昭和 54 年 3 月 30 日判決についての筆者の評釈は，法学協会雑誌 98 巻
2 号 291 頁以下（1981 年），民法判例百選 II 債権＜第二版＞178 頁以下（1982
年）など。
(8) 最高裁平成 8年 3月 26 日判決についての筆者の評釈は，ジュリスト臨時増
不貞行為の相手方への慰謝料請求
(521)












31 年 2 月 19 日民集 73 巻 2 号 187 頁（以下，平成 31 年判決）を取り上げて，
判決の影響について考えたい。

















　本件の原告は，平成 6年 3月に結婚し，夫妻には，同年 8月と平成 7年
10 月生まれの二児がいる。前述したように，婚姻生活の破綻時期と不貞行
為の先後関係が争点になっているため，本件の事実認定においても，原告の
婚姻生活について，平成 20 年 12 月から夫婦間の性交渉がなくなっていたこ
となどが認定されている。不貞行為の開始は平成 21 年 5 月であり，平成 22
年 5 月に原告が知るところとなったために，被告と妻の不貞関係は解消され




















































は，昭和 54 年判決がА夫又は妻としての権利Бと表現し，平成 8年 3月判
決はА婚姻共同生活の平和の維持Бと述べた。А夫又は妻としての権利Бの
侵害と構成することは，配偶者の身体への物権的支配権を認めることにつな

















(10) 前掲・家原尚秀・法律のひろば 72 巻 7 号 54 頁，引用は 58┡59 頁。

























































現する論文として，Ch.Rade, L'impossible devorce de la faute et de la re-
sopnsabilite cibile, D. 1998, chron. 301.
不貞行為の相手方への慰謝料請求
(527)






として隷属して酷使されることは少なくなかった。最判昭和 38 年 2 月 1 日






















法した。しかし財産分与が立法された後も，最判昭和 31 年 2 月 21 日民集
10 巻 2 号 124 頁は離婚慰謝料を認め，最判昭和 46 年 7 月 23 日民集 25 巻 5
号 805 頁は，財産分与がすでに認められていたケースについても離婚慰謝料

















































(14) 水野紀子А有責配偶者からの離婚請求Б法学教室 193 号 52 頁以下（1996 年），























































(18) 昭和 54 年判決の評釈において，筆者はすでにこの解釈を採っていた。前掲・
水野紀子・法学協会雑誌 98 巻 2 号 306 頁。
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